
野洲市民病院整備事業
機械設備工事の追加発注の方法について 他

市 立 野 洲 病 院
令和6年2月15日

野 洲 市 民 病 院 整 備 事 業
特 別 委 員 会 資 料
令和６年２月15日

市立野洲病院 事務部 新病院整備課

【野洲市民病院整備特別委員会資料】



目次・資料構成
1. 現在の進捗状況について ……p.2
（１）マスタースケジュール
（２）基本設計の実施

① 部門別ヒアリングの日程
② 部門別ヒアリングの風景

（３）現時点の平面図案（１月末時点）
① １・２階
② ３・４階
③ ５・６階

2. 機械設備工事の追加発注の方法について ……p.９
（１）追加発注の方法
（２）理由その１ ～建設市況のひっ迫～

① 「機械設備工事の発注に関する報告書」
② 「建設業倒産動向調査（2023 年）」
③ 「建設費指数」

（３）理由その２ ～追加発注の金額の適正性～
① 当初入札時に全体額での適正な価格競争がすでに成立している
② 当初入札での除外額（今回追加発注額の前提額）も適正である
③ 当初入札時の全体額で総合評価点を算定しても選定結果は変動しない

（４）理由その3 ～分離発注の併用による適正性の向上～

3. 準備工事について ……p.21
（１）スケジュール（準備工事等）
（２）計画図（階段付替え）

① 工事範囲
② 完成イメージ図

（３）工事メニュー及び費用について



１. 現在の進捗状況について
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１. 現在の進捗状況について
（１）マスタースケジュール



１. 現在の進捗状況について

（２）基本設計の実施
① 部門別ヒアリングの日程

・令和5年12月4日より部門別ヒアリングを開始
・設計事業者からの提案を基本に、病院スタッフの意見を反映させ精度を上げている。
・【 部門ヒアリング → 設計会議 → 医局会 → 部⾧会 】を4回繰り返し、病院としての成案を得る方式

10 :30  AM 2 :00  PM 3 :00  PM 4 :00  PM 5:00 PM

第１回ヒアリング 第１・２回ヒアリング

12月4日 放射線1 健診1 病棟1 病棟1  ① 部門配置、部門内プランの確認

12月5日 薬剤1 内視鏡1 管理1 事務・患サポ1 事務・患サポ1 ② 設置予定の医療機器・備品・家具

12月7日 リハビリ1 教育研修1 臨床検査1 リハビリ1

12月8日 手術・中央滅菌1 人工透析・臨工1 外来・外来化療1 外来・救急1

第２回ヒアリング

1月18日 薬剤2 外来・外来化療2 外来・救急2 ※予備

1月19日 放射線2 健診2 病棟2 病棟2

1月22日 内視鏡2 事務・患サポ2 管理2 管理2

1月23日 臨床検査2 教育研修2 リハビリ2 リハビリ2

1月24日 手術・中央滅菌2 人工透析・臨工2 栄養2 ※予備

第３回ヒアリング 第３回ヒアリング

2月26日 薬剤3 外来・外来化療3 外来・救急3 ※予備 ③ 医療機器、家具、手洗い、流し台、備品などの配置

2月27日 放射線3 健診3 病棟3 病棟3 ④ 扉の位置、幅、開閉方法（引き戸、開き戸）、扉の窓の必要性、

2月28日 内視鏡3 事務・患サポ3 管理3 管理3 　　自動ドア（センサー、フットスイッチ）・手動

2月29日 臨床検査3 教育研修3 リハビリ3 リハビリ3 ⑤ 内装材のご要望

3月 3月1日 手術・中央滅菌3 人工透析・臨工3 栄養3 ※予備 ⑥ カーテン（内部）

第４回ヒアリング（設備ヒアリング） 第４回ヒアリング（設備ヒアリング）

4月8日 薬剤4 外来・外来化療4 外来・救急4 ※予備 ⑦ 照明（調光照明、間接照明、その他照明）

4月9日 放射線4 健診4 病棟4 病棟4 ⑧ コンセント（一般、自家発、無停電）、電話、LAN（HIS、RIS、PACS）

4月10日 内視鏡4 事務・患サポ4 管理4 管理4 ⑨ ナースコール、インターホン（カメラ有・無）

4月11日 臨床検査4 教育研修4 リハビリ4 リハビリ4 ⑩ セキュリティ（ シリンダー錠、ＩＣカード、テンキー、監視カメラ）

4月12日 手術・中央滅菌4 人工透析・臨工4 栄養4 ※予備 ⑪ 給排水、換気、都市ガス、水、お湯、特に匂いが強い場合の特別な換気設備

⑫ 医療ガス、酸素、吸引、圧縮空気、窒素、笑気

2月

1月

4月

12月

内容



１. 現在の進捗状況について

（２）基本設計の実施
② 部門別ヒアリングの風景



１. 現在の進捗状況について

（３）現時点の平面図案（１月末時点）
① １・２階

【２階】

【１階】



１. 現在の進捗状況について

（３）現時点の平面図案（ １月末時点）
② ３・４階

【３階】

【４階】



１. 現在の進捗状況について

（３）現時点の平面図案（ １月末時点）
③ ５・６階

【５階】

【６階】



２.機械設備工事の追加発注の方法について



2.機械設備工事の追加発注の方法について
（１）追加発注の方法

原契約の変更と分離発注の併用

A.当初契約
（82億1900万円）

〔令和5年11月17日〕

B.契約変更【追加・増額】
一般的な機械設備①
（33億8445万円）

〔令和6年2月16日予定〕

C.分離発注
特殊な設備②

（入札のため非開示）

〔令和7年3月頃〕

令和5年11月17日に締結した原契約を基準に、除外して
いる機械設備工事（※）を追加し、その金額を増額する内容
の変更契約を行う。

※一部工事は除外し、実施設計完了後に競争入札による分離発注とする。

全体で119億3300万円【債務負担予算現額（R5.10.6補正後）】の範囲内



① 当初契約の際と同様、サブコンの確保は極めて困難なままで、その請負金額も
高騰したままである。

② 機械設備工事全体を分離発注しようとすると、実施設計が完了し建築確認済証
を受けた後（R7.3頃以降）となるが、前頁中の「B.」関係については①により
競争入札等でサブコンが確保できる見通しは低い。

③ 入札不調で施工者が定まらず、施工の段階へ進めなくなるおそれが高い。
（＊デザインビルド方式を採用した意味、及び去る11月に変更公告し、遅滞を避け

て発注・契約した意味自体が没却される。 ）

したがって･･･変更契約が適当であると判断され
 原契約の受注者を相手に、当初の公告における性能発注図書（要求水準書・諸

元表）に基づく追加発注を直ちに行い、同受注者によりサブコンの確保が速やか
に図れるようにする。
 結果、本件受注者がサブコンとの契約を速やかに交わされることは、金額的に

も有利である。

2.機械設備工事の追加発注の方法について
（２）理由その１ ～建設市況のひっ迫～

理由その１:建築市況は引き続き（さらに）ひっ迫している



2.機械設備工事の追加発注の方法について
（２）理由その１ ～建設市況のひっ迫～

①「機械設備工事の発注に関する報告書」
（令和6年1月22日・㈱プラスPM）



2.機械設備工事の追加発注の方法について

②「建設業倒産動向調査（2023 年）」 （帝国データバンク・令和6年1月10日）

（２）理由その１ ～建設市況のひっ迫～

◆ 2023年、建設業の倒産が2000年
以降最悪の水準となった。

◆ 施工事業者が減少している一方で、
万博や半導体の大型案件に能登復興
事業も加わり、事業者の確保そのも
のが困難化する。



2.機械設備工事の追加発注の方法について

（２）理由その１ ～建設市況のひっ迫～

◆ 倒産急増の背景は、
「資材の高騰」による利
幅の縮小と、「人手不
足」のための工期の延伸
に伴う元請からの支払延
期による資金繰りの悪化

◆今後の見通し
2024年問題で、さらに

倒産増加の可能性が懸念
される。

◆ 発注を先に送るほど事
業者の確保はさらに困難
化すると考えられる。

② 「建設業倒産動向調査（2023 年）」（帝国データバンク・令和6年1月10日）・・続き



2.機械設備工事の追加発注の方法について
（２）理由その１ ～建設市況のひっ迫～

◆ 建設費指数（設備）は、
上昇の一途をたどってきて
おり、今後もさらに厳しく
なっていく見込み。

◆ 発注を先に送るほど経済
的にも不利になると考えら
れる。

公告時点

変更債務
負担行為
提案時点

＊2015年1月を「100」

当初債務
負担行為
提案時点

③ 建設費指数 （設備・病院 RC・大阪） （一財）建設物価調査会



① 入札時に各事業者に全体工事費見積額の提出を義務付けた。今回の
受注者が提出した当該見積額は、追加発注の契約変更における増額
の前提になる。

② 各事業者の全体工事費見積額を基準に計算した㎡単価は、予算額補
正の際の算定の根拠とした「775千円/㎡」の91.6％～96.3％の間に
分布している。これは価格面の競争が、全体工事見積額の算定の段
階ですでに適切に行われていることを示している。

③ 各事業者の全体工事費見積額に占める機械設備工事費見積額の割合
は、市が除外費用検討の根拠とした「25％～30％程度」の概ね範囲
内に分布している。これは各事業者とも、除外対象の機械設備工事
費を作為的に過大・過少に見積もられておらず、結果、本件受注者
の当初応札額についても適正であることを示している。

2.機械設備工事の追加発注の方法について
（３）理由その２ ～追加発注の金額の適正性～

理由その2:追加発注の金額は適正である



2.機械設備工事の追加発注の方法について
（３）理由その２ ～追加発注の金額の適正性～

全体工事費
（税込・円）①

提案延床面積
②

平米単価
①÷②

熊谷組G 11,497,000,000 16,045.74㎡ 716,514円/㎡
B 11,128,370,000 14,995.00㎡ 742,139円/㎡
C 11,571,120,000 15,502.25㎡ 746,416円/㎡
D 11,165,000,000 15,732.10㎡ 709,695円/㎡

◆ 各事業者から提出された全体工事費の見積額等 （今回の追加契約の基準）

◆ R5年10月6日の補正予算の算定基礎及び根拠

（R5年10月4日特別委員会資料P7写 ）

＠775,000円/㎡

×14,850㎡* =予定価格*115億円

（*要求水準書による延床面積）
（*予定価格119億3,300万円の内建築工事分の内訳）

各社応札率

92.5％
95.8％
96.3％
91.6％

÷ ＝

① 当初入札時に全体額での適正な価格競争がすでに成立している

［参考データ］
市の建設工事
の平均落札率
*1千万円以上

R5上期：90.5％
R4下期：91.6％
R4上期：92.4％



2.機械設備工事の追加発注の方法について
（３）理由その２ ～追加発注の金額の適正性～

全体工事費
（税込・円）

機械設備工事費
（税込・円）

*一般管理費等相応額は含まず

全体工事費に占める機
械設備工事費の割合

熊谷組 11,497,000,000 3,288,472,440 29%
B 11,128,370,000 2,914,890,000 26%
C 11,571,120,000 3,160,080,000 27%
D 11,165,000,000 2,545,526,500 23%

② 当初入札での除外額（今回追加発注額の前提額）も適正である
◆ 各事業者が見積もった全体工事費占める機械設備工事費の割合

◆ 各事業者が見積もった全体工事費占める機械設備工事費の割合

（R5年9月 PPM作成協議資料写 ）

◆ 各社とも想定
内の割合で、過
大・過少に積算
された形跡はな
いと判定。



2.機械設備工事の追加発注の方法について
（３）理由その２ ～追加発注の金額の適正性～

総合評価入札結果（11/7） 仮想価格点

価格点
①

技術
・実績点

②
総合評価点 ［順位］

①＋②
全体額

（設計・監理含む）
（税込・円）

仮想価
格点

（*注）
➊

仮想 総合評価点
②＋➊

熊谷G 20.00点 63.60点 83.60点 ［１位］ 熊谷G 11,930,000,000 0.03点 63.63点［１位］

戸田G 20.00点 56.94点 76.94点 ［２位］ X 11,517,000,000 4.65点 61.59点［２位］

清水G 17.30点 50.13点 67.43点 ［３位］ Y 11,540,870,000 4.38点 61.32点［２位］

鴻ノ池G 15.03点 50.94点 65.97点 ［４位］ Z 11,932,800,000 0.00点 56.94点［２位］

◆ 除外工事を含む全体工事費見積額で仮に算定した選定結果

（*注） 仮想価格点➊は、既決予算額11,933,000千円を0点とし、同額の85％に当たる10,143,050千円を20点満
点とした場合の仮想の点数

③ 当初入札時の全体額で総合評価点を算定しても選定結果は変動しない

技術・実績点②「56.94点」で第２位の戸田Gが、X・Y・Zのいずれであったとしても、
熊谷Gの「仮想総合評価点 63.63点」を同値で上回ることはなく、選定結果は変動しない。

戸田Gの技術・実績点②56.94点 + 各仮想価格点➊



2.機械設備工事の追加発注の方法について
（４）理由その3 ～分離発注の併用による適正性の向上～

① 先記の「理由その1」に該当しない工事については、変更契約による追
加発注に含めず、実施設計が完了し、建築確認済証を受けた後（R7.3頃
以降）に分離して、競争入札で発注する予定

② 対象は、受注過多などの病院特有の特殊な機械設備工事で、かつ、専
門事業者が施工するもの。予定している工事は次のとおり

・医療用ガス設備工事
・その他関係工事

理由その3:特殊な設備工事は分離発注とし競争入札を実施



3.準備工事について



3.準備工事について
（１）スケジュール（準備工事等）

マスタースケジュール

11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

※

※プレ大会中は準備工事は休止

引越
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3.準備工事について

（２）計画図（階段付替え）
① 工事範囲



3.準備工事について

（２）計画図（階段付替え）
② 完成イメージ図



3.準備工事について
（３）工事メニュー及び費用について

名称
令和6年度

当初予算（要求額）

131,890千円

45,508千円

4,150千円


